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祝！ 230GHzでのVLBI実験に成功！！ 
 2015年4月27日、野辺山宇宙電波観測所内の２台の
ミリ波望遠鏡（1.85m望遠鏡とSPART望遠鏡どちらも大
阪府大所有）を用いて、日本初の230GHz帯VLBI実験
観測（コードネームMICE2015）に成功しました。 
 実験の約一ヶ月前に、230GHzVLBIの実験協力要請を
うけ快く引き受けたところ、どうやらVLBIバックエンドなど何も
ないという事前情報もありアクロバティックな実験だと予想され
ました。 
 当日、鹿島よりデジタルサンプラGalasと記録サーバー、光
基準信号伝送装置を積んだキャラバン隊が野辺山に向かい、
2日かけて2台のアンテナにVLBIバックエンドと200mの基準
信号用光ファイバを設置しました。通常、単一鏡をおこなって
いる2つのアンテナの偏波、観測周波数を合わせ、月のエッジ
（！）が対象のVLBI観測です。ビギナーズラックもあったの
か一発目からフリンジが検出でき、さらに、基準信号を2局と
もOCXOにかえてもフリンジを検出できました。基線長150m
ですが“VLBI” です。 
 この実験は、山口大学、国立天文台、JAXA/宇宙科学
研究所、大阪府立大学、茨城大学、京都大学の共同研
究という「全日本VLBI」によって実現しました。実験では野
辺山観測所スタッフのみなさま、MICE2015の関係者さまに
大変お世話になりました。（KT記）    

2台のミリ波電波望遠鏡： 
右はSPART10m望遠鏡、左はフィドーム内に1.85m望遠鏡 

230GHzの初フリンジ署名 
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